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【有害鳥獣対策について】【公園の整備について】

　ここからが、本当の行政報告となります。

　６月議会では補正予算と条例を審議しました。

　その中で議会最終日に、議員発議として提出した、議員定数の変更については１ページで説

明しました。今議会で審議された議案の中で、私の気になるのは、新市民病院の使用料につい

てです。

【くさかとしこ】が見た瀬戸内市の行政！【くさかとしこ】が見た瀬戸内市の行政！

【新市民病院の使用料について】【新市民病院の使用料について】

　いかがですか？

　新しいきれいな病院になるのは大変ありがたいことではありますが、ちょっと高いのではないでしょうか。入院と

いうのは、たいてい何日入院すればいいかがわからない場合が多いと思います。

　だとすれば、部屋代が高額であることは、ものすごいプレッシャーになるしストレスになると思うのです。

　私も先日主人が入院して、特別室しか空いていないということで、特別室に２泊ほどしましたが、ゆっくり養生し

てほしい気持ちとは裏腹に、気が気ではありませんでした。

　高いのではないかということを、一生懸命委員会で訴えましたが、

　『心配せんでも入る人ははいるんだから。』といわれどうしようもありませんでした。

　稼働率の目標は、特別室90％・個室80％・2人部屋85％とのことです。

　いくら高い部屋でも、入る人がいなければ収入にはなりません。今後しっかり稼働率をみていかなければいけな

いと思います。

　現在、病院に対して病院経営の収支見通しの提出を依頼しています。しっかりチェックしていきます。

　新病院開院後一定期間経過後に、稼働率を精査し部屋料の見直しも考えていく必要があると考えています。

　瀬戸内市には公園と名のつくものは、瀬戸内市スポーツ公園条例にある邑久スポーツ公園と長船ス

ポーツ公園の２カ所、吉井川河川公園、児童遊園地条例で山田庄の邑久児童遊園地と虫明児童遊園地、

長船美しい森にも遊具や芝生広場があります。このほかに地域児童遊園地が考えられます。

　そして、スポーツ公園は教育委員会、吉井川河川公園、美しい森は産業建設部、児童遊園地は保

健福祉部、地域の子育て広場は子育て支援課ということになります。

　こんなにいろいろな部署にまたがっていて、条例も所管も別々というのではとても管理ができないと

思います。まず、市として条例や所管を統一して、管理できるよう体制整備に向けて努力します。

　とくに地域の身近な子育て広場の維持管理は、現在地域に丸投げです。維持できる地域は、維持管

理ができていますが、地域によっては遊具を取り壊しているところもあるように聞いています。

　現在の制度では、自治会に対してかかった経費の二分の一、上限が７万円の補助です。これでは不

十分だと感じます。

　この身近な子育て広場の維持管理を、行政が責任をもってするべきだと考えます。かかった経費の

全額を補助すべきと考えます（もちろん、チェックは必要ですが）。
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今議会で、 新市民病院の病室の使用料を定める条例が、 提出されました。
自治体病院の室料を一覧表にまとめてみました。

　くさかとしこの主張！

　今年度、鳥獣被害対策協議会そして、鳥獣被害対策実施隊も立ち上がり、３年ぶりに鳥獣被害
防止計画も改定された今、もっと市民にもアピールし市民を巻き込んで被害防止に取り組むべきと考
えます。
　住民同士が情報交換したり、相談し合うことができる被害防止対策ワークショップを開催してはど
うかということを提案しました。
　地元の磯上でも、『磯上鳥獣被害対策協議会』、なるものを立ち上げました。構成員は磯上の町
内会長・土木委員・駆除免許を有する者、等です。
　第１回の会議をしました。やはり、被害対策にいちばん効果があるのは、備前や和気がやってい
るように山を囲むことだという話はでましたが、やはり費用が必要ということで、引き続き行政に費
用負担を求めていくことになりました。
　瀬戸内市鳥獣被害防止計画に、被害の現状・捕獲計画数が明記されています。磯上においても、
実際の被害の状況を調べてみようということになり、アンケートを実施することとしました。お手元
にアンケートが届きましたら、何卒、ご協力の程よろしくお願い致します。
　アンケートが届かない地域の方でも、ぜひ、被害状況等、何かの折にお聞かせください。

　くさかとしこの一言！

　公園については、大きな立派な一つの公園より、地域にある身近な公園を大切にしてほしい、
そんな街であってほしいというのが私の意見です。

　子育て広場は子育て中のお母さんたちが集う場所、そして地域住民も一緒につながってい
ける場所だと思うのです。
　公園で同じ地域で子育てをしている仲間を見つけることができて、子育ての悩みを相談し
合ったり、「なあんだ、こんなことに悩んでるのは私だけじゃないんだ。」と、随分楽になっ
て救われた思い出があります。
　公園の存在価値ってそういうことではないでしょうか。
　公園の大きさではないんですよね。身近な公園があって、一緒に子育てする仲間がいること、
気軽に声をかけたり支えてくれる地域の人がいること、それが子育てに必要なことだと思う
のです。
　地域のサポートと温かい目、そして何かあったときにはしっかりとサポートをしてくれる
行政があれば、そんな街であれば、子育てするお母さんがどんどんふえていくのではないで
しょうか。

『地域の公園で楽しく遊び、集う親子づれ』

これこそ大切にしたい風景だとは思いませんか。

私も子育て中どこの公園に行っていたかというと、やっぱ

り一番は近所の歩いていける公園というか、子育て広場です。

そして、子どもを車に乗せてちょっと大きな立派な遊具の

ある公園に行くのは月に１度か３カ月に１度か、もしかし

たら半年に１度ぐらいしか行かなかったような気がします。

近所の公園は、予定がない、雨の降ってない日だったら毎

日行っていた気がします。


